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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

皆様、こんにちは。三浦多佳史です。日本へもどってもう半年。もう
すっかり日本人です。あたりまえです。先日わたしが尊敬する坂本龍馬
の銅像に会いに土佐へ行ってきました。龍馬先生は太平洋を見渡す桂浜
の高台に立って、日本の行く末を案じられているようでした。龍馬記念
館には龍馬が着ていた紋服が展示されていましたが、これは確か京都国
立博物館でも見たなあ、昨日行った高知城でも見たなあ、と思っている
とやはり複製であると断り書きが書かれていました。いったい龍馬の着
物はいくつあるんだ、と思ううち、えっ、着物はどうやって数えるんだ
っけ、、、。1枚だっけ、1反？えっ。調べてみると、ふつうは1枚2枚、
着ている状態だと1着2着、きちっと畳んである状態で、ひと重ねふた
重ねなんだそうです。でも記念館で見た龍馬の紋服はハンガーにかけて
展示してある状態だったので、ひと掛け、ふた掛けかもしれませんね。
今日はこういった助数詞の話です。
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　最近読んだ本に「数え方でみがく日本語」という本があります。昨年
の8月に出された本で、中央大学の飯田朝子さんという人が書いたもの
です。面白かったです。裏表紙には雑学ではなくて、数え方を通して日
本語のものの捉え方を知る本、と書いてあります。

　日本語にはどうして助数詞が必要か。という問いに対して非常にわか
りやすく解説してくれます。日本語の単語は、ほかの東アジア諸語も同
様だということですが、欧米系のことばに比べてことばに含まれる情報
が少ないのだそうです。複数単数の違い、冠詞がなく男性女性の区別も
ないですね。これを補うために助数詞があるのだそうです。たとえば「1
匹の犬」と「1頭の犬」ではおそらく「1匹」より「1頭」のほうが大き
くて凶暴そうな感じがしますね。「1台の犬」になるとこれはもう生き物
ではなくロボットではないでしょうか。

　また何を数えているのか明確に言わなくても助数詞だけでコミュニ
ケーションしている場合もあるそうです。駅のアナウンスで「新幹線の
改札機には2枚同時に入れてください。」「無理をせず1台お待ちくださ
い。」それぞれ切符と電車のことですが、アナウンスの中では一言も触
れていません。でもこれが「新幹線の改札機には二つ同時に入れてくだ
さい。」や「無理をせず1個お待ちください。」だったとしたら一体どう
すればよいのかわからなくなります。日本語の助数詞はこういった情報
を与えることで、そのほかのことばの情報の少なさをカバーしているの
だそうです。それで中国語やミャンマー語、ネパールのネワール語など
も日本語と同様助数詞が発達しているということです。でもそのためか
どうかわかりませんが、飯田さんの調査によると日本語の助数詞の種類
は500以上もあるのだそうで、日本語の学習者にとっては厄介な代物で
すね。

　「たろうくんは、ぶんぼうぐやさんで、ノート５さつとえんぴつを６
ぽんかいました。あわせて、いくつかったでしょう。」

小学校の算数の文章題です。「いくつでしょう。」と聞いているのに、答
えに「１１つ」と書くと間違いで、「１１」と答えなくてはならなかっ
たりして、ホントに複雑ですよね。でもこの本によれば、日本の算数の
文章題にはこのような助数詞が含まれる問題がたくさん出てくるそう
です。そういえばわたしの娘もタイから帰国して日本の小学校に通い始
めたころ、こうした文章題に苦労していました。ブラジルの子供たちも
将来日本に住んで日本の学校に通う予定のある子たちは、しっかり助数
詞を学習したほうがいいかもしれませんね。

　ではここからこの本で紹介されていた雑学です。

「二人組の強盗」は「ににんぐみ」でしょうか「ふたりぐみ」でしょ
うか。仲良しの友達同士は「ふたりぐみ」といって「ににんぐみ」とは
いいません。「ににんぐみ」には一緒になって悪いことをするグループ、
といったような意味もあるのだそうです。「幼いころからの仲良しにに
んぐみ」などというと、仲良しの二人がどろぼうでもしたような印象に
なります。

人間を数える助数詞「人」と「名」はどうちがうのでしょうか。「名」
は名前を数えるので、名簿にのっている人の人数を数えたり、特定の名
前のわかっているグループの人数を数えるときに使います。「今日のブ
ラジル対日本のサッカーの試合の入場者は５万名でした。」とはいいま
せん。誰が見にきていたかなんて、名前などわかりませんものね。あと
「名」には人数をていねいに言う効果もあるそうです。レストランなど
で「５名様ですね」と確認されたりしますが、「５人様ですね」とは言
われません。逆に「１万人目のお客様です」とはいえますが、「１万名
目のお客様です」は使いません。本ではこれについては詳しい説明はあ
りませんが、これもおそらく先ほどの「名は名前を数える」ということ
に関係しているのではないかと思います。

桃太郎に登場する鬼はどう数えるのでしょうか。これは鬼のことを呼
ぶ人がどう捉えるかにかかっているようです。物語の始めのほうで悪さ
ばかりをして、退治する対象になっているところでは「鬼１匹」と数え
ています。しかし桃太郎に懲らしめられて深く反省し、心を入れ替えて
人間と仲良くなったとたん、「ひとり、ふたり」に変わるそうです。わ
たしも授業で、「ひとりふたり」の練習用にミッキーマウスとミニーマ
ウスの人形を使ったことがありますが、学習者にそれはねずみだから１
匹２匹じゃないのか、といわれたことがあります。要は話し手の気持ち
にかかっているということですね。

最後にわたしが個人的に非常に興味深いと思った話を紹介します。自
動車のタイヤは１本２本ですが、同じような形のドーナツは１個２個と
数えるのはどうしてでしょう。じゃあ丸いリング型の蛍光灯の電球はど
うでしょか。それから真ん中に穴の開いた５０円玉はどうでしょう。

正解は蛍光灯は１本２本という人が多いが、５０円玉はほぼすべての
ひとが１個２個というそうです。これは穴を作る輪の部分の幅が細い場
合は「本」、太い場合は「個」になるのだそうです。なのでタイヤや蛍
光灯は「本」、ドーナツや５０円玉は「個」になります。ただしこれも
個人差があって、ドーナツより少し細いぐらいの輪の場合は「本」とい
う人も「個」という人も同じぐらいの割合でいるそうです。人によって
呼び方が違うというのはなかなか面白いですね。

この本は飯田朝子「数え方でみがく日本語」ちくまプリマー新書720
円です。ご興味のおありの方はぜひどうぞ。

では。日本のみうらでした。
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国際交流基金のプログラムへの公募が始まりました。日本での研修や
寄贈プロラムなどいろいろなプログラムがありますので、どんどん応募
してください。ポルトガル語または英語で書かれた申請案内、申請要領
および申請書はサンパウロ日本文化センターのサイトに載っています。

http://www.fjsp.org.br/programas/index.htm
また、日本語版は、基金本部のサイトをご覧ください。

http://www.jpf.go.jp/j/about_j/program_j/index.html
メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本文化センター講師室

日本語文　三浦多佳史

ポルトガル語訳　遠藤クリスチーナ麻樹

日本語教師お役立ち情報室
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
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